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心理的距離尺度の両端:最遠域と最近域の現象学的意味



























































































































































































































































































































































































































山 根 一 郎
を示した｡最近域では,すでに提出していた単位距離(自我距離)とその内空間に加えて,単
位距離に近い外空間について,現象学的･心理学的根拠と尺度約定量化との融合が試みられた｡
たとえば,通常の他者は,ある程度固定した自我境界と変化するバッファ空間を隔てて体験さ
れることが定量的に表現できる方向が開かれた｡
そしてその両端域によって開かれる心理的距離という他者経験空間の意味がより明確になっ
た｡すなわち,心理的距離とは自己と他者の同一化から分立を経て他者のモノ化に至る空間で
ある｡｢他者であること｣の両義性(他なる自己)によって開かれている空間ともいえる｡こ
のように心理的距離空間は,｢自己｣と｢他者｣という対概念を定義する狙上にさえなりうる｡
心理的距離空間が,自己と他者というわれわれの根源的な存在様式の差異を定量的に表現でき
るためである｡
4.2.空間の等質性の問題
心理的距離尺度は,自明祝されていたその両端域を現象学的･心理学的に詳細化することで,
以下のように他者経験の全幅をカバーする事が可能となった(Figure4,5)｡
0原点(現象学的白極)→主我→客我→1自我境界→2(一体感)→3英知人…→周辺知人
→知他人→真他人→∞モノとしての他者
ただし,新たに発掘された問題もある｡心理的距離(空間,尺度)は全域を通して等質であ
るのか,という問題である｡本稿でみてきたように,この一次元空間は,遠方域･近接域にお
いてそれぞれ固有の距離要素が存在する｡遠方域では前経験的原共同性と経験的共同性の発生
が要素として重要になる｡最近域の内空間は自軽から自我境界まで諸要素がある｡そして外空
間から知人の中間域においては,距離3で発生した間隙性が等質性を確保する体験要素として
記述される必要がある｡すなわち,本稿の考察外であり,前もって等質性が想定されていた中
間の知人域(距離3から周辺知人まで)において,距離3によって開かれた間隙性が,現象学的･
心理学的にどのように心理的距維の変化に結びつくのか,それが英知人と周辺知人との面識性
の差異にどのように関連するのか,という問題が浮かび上がってきた｡また,それに関連して,
最近域で数値化した距離価が,周辺知人さらには真他人に至るまで,延長可能であるか(尺度
の有意味化)も問われる｡この間いの探求によって,自己でもモノでもない存在者すなわち"他
者"であることの固有性(他者の存在論)が,知人の中間域を考察することによって,示され
るであろう｡
このようにあえて定量的な尺度化を試みることによって,｢現象学的心理的距離｣モデルに
より精細な視点が要求され,それによってそれまで通俗的視点によって自明祝されてきた問題
が浮かび上がってきた｡この新たな視点によって,心理的距離という現象(体験)の現象学的
探求がいっそう深まることが期待される｡
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